
広 報

◎

胸
ふ
く
ら
ま
せ
五
十
九
人
が
入
学

こ
と
し
、
村
内
小
学
校
に
入
学
し
た

一
年
生
は
去
年
よ
り
十
六
人

減

っ
て
五
十
九
人
で
す
が
、
入
学
式
は
四
月
七
日
、　
一
斉
に
行
わ
れ

期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
ピ

ッ
カ
ピ
カ
の

一
年
生
の
笑
顔
が
村
内

に
広
が
り
ま
し
た
。

相
内
小
学
校
（小
寺
春
夫
校
長
）
で
も
同
日
、
二
十
五
人
の
新
人
生

を
迎
え
、
山
田
洋

一
児
童
会
長
が

「
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

っ
た
ら

ど
し
ど
し
相
談
し
て
ほ
し
い
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
あ
い
さ
っ
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊

張
し
て
い
た
新
入
生
も
、
先
生
の
呼
び
か
け
に
元
気
よ
く
返
事
を
し

昭和
“
年Z年月号

(上)う れしさを■しきれない反面、ちよつびり緊張気味

(下 )わ が子の晴れ姿に満足するお母さんたち (相内小学校で)
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広報しうら C

目
的
別
の
主
な
予
算

昭
和
五
十
六
年
度

一
般
会
計
歳
出
予
算
の
主
な
る
も
の
を
、
目

的
別
に
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

～
単
位

・
千
円

⌒　
　
）
内
は
前
年
度
当
初
予
算
～

□
総
務
管
理
費
　

一
億
五
千
百
九

万
円
。　
一
般
管
理
費

一
億
三
千

四
十

一
万
四
千
円
。
文
書
広
報

費
二
百
十
九
万
九
千
円
。
財
政

管
理
費
九
十
九
万
三
千
円
。

企
画
費
六
百
四
十
七
万
二
千
円

（避
難
港
立
地
調
査

・
遺
跡
発

堀
調
査
委
託
料
に
各
百
万
円
。）

交
通
安
全
対
策
費
二
百
十
九
万

四
千
円
。

□
徴
税
費

　
一
千
六
百
四
十
五
万

総
務
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
　
　
　
一ハ
千
円
。
税
務
総
務
費

⌒納
税

給
与
費
や
需
用
費
等

一
般
管
理
費
　
　
　
貯
蓄
組
合
等
の
負
担
金
補
助
及

を
中
心
に
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
　
　
　
び
交
付
金
二
百
四
万
五
千
円
Ｊ

項
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
　
　
□
統
計
調
査
費
　
一二
十
八
万
五
千

り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
。

□
社
会
福
祉
費
　
五
千
三
百
八
十

　

　

費
二
千
三
百
五
十
八
万
五
千
円

二
万
八
千
円
。
社
会
福
祉
総
務
　
　
　
（衡
頭
新
設
十
六
万
円
、
各
種

―

〓
郎

―

負
担
事
業
五
百
九
十
九
万
七
千

円
。
金
ホ
地
区
防
犯
協
会
七
万

五
千
円
。
精
薄
組
合
五
十
七
万

八
千
円
。
村
社
協
補
助
金
二
百

四
十
六
万
二
千
円
。
金
木
病
院

二
百
三
十
万
円
。
心
配
ご
と
相

談
事
業
補
助
金
十
七
万
四
千
円
。

県
地
域
医
療
協
二
十
八
万
九
千

円
。
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

三
百
九
万
三
千
円
。）

老
人
福
祉
費
二
千
六
百
六
十
八

万
円
。
（老
人
保
健
学
級
十
二
万

六
千
円
。
家
庭
奉
仕
員

一
人
分

百
三
十
六
万
四
千
円
。
老
人
医

療
費
審
査
二
十
万
七
千
円
。
敬

老
会
助
成
四
十
八
万
六
千
円
。

老
人
ク
ラ
ブ
補
助
五
十
六
万
円

持
養
ホ
ー
ム
三
百
二
十

一
万
二

千
円
。
村
敬
老
年
金
百
四
十
七

万
円
。
老
人
医
療
費

一
千
八
百

五
十
五
万
三
千
円
Ｊ

□
児
童
福
祉
費
　
一
億
五
百
三
十

二
万
円
。
児
童
福
祉
総
務
費
三

百
四
十
七
万
六
千
円
。

（青
少

協
活
動
費
二
十
二
万
四
千
円
。

母
親
ク
ラ
ブ
三
十
万
円
Ｊ

相
内
保
育
所
費
三
千
二
百
二
十

二
万
三
千
円
。
脇
元
保
育
所
費

二
千
三
百
四
十
九
万
五
千
円
。

十
三
保
育
所
費
二
千
四
百
五
十

二
万
円
。
へ
き
地
保
育
所
費
三

百
七
十
九
万
六
千
円
。
児
童
館

費
四
百
四
十
八
万
円
。

□
保
健
衛
生
費
　
五
千
百
八
十

一

万
七
千
円
。
保
健
衛
生
総
務
費

四
千
六
百
九
万
五
千
円
。

（各

種
負
担
事
業
三
百
十
五
万
四
千

円
。
保
医
研
二
十
万
円
。
地
区

衛
生
組
織
育
成
十
万
五
千
円
。

派
遣
保
健
婦
二
百
五
十
九
万
九

千
円
。
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
二
十

一
万
円
。）
患
者
輸
送
車

六
百
万
円
。
繰
出
金

（簡
水
特

別
会
計
二
千
百
六
十
七
万
九
千

円
。
国
保
直
診
勘
定
会
計

一
千

万
円
Ｊ
予
防
費
三
百
七
十
四
万

円

（結
核
検
診
二
十
万
七
千
円
、

胃
ガ
ン
検
診
九
十
五
万
円
子
宮

ガ
ン
検
診
五
十
万
円
、
四
十
二

歳
厄
年
検
診
四
十
万
円
）。
母
子

衛
生
費
百
二
十
七
万

一
千
円
。

（妊
婦
健
診
十
六
万
円
。
妊
婦

牛
乳
支
給
三
十
九
万
六
千
円
）

環
境
衛
生
費
七
十

一
万

一
千
円
（

（花
だ
ん
設
置
四
十
万
円
）

□
清
掃
費

　
一
千
七
十
二
万
六
千

円
。
清
掃
総
務
費
五
百
三
万
七

千
円
。
（清
掃
作
業
委
託
二
百
七

十
六
万
円
。
ご
み
捨
場
整
理
委

託
七
十
三
万
五
千
円
。
海
岸
清

掃
九
十
七
万
三
千
円
。
ご
み
捨

場
覆
土
二
十
万
円
Ｊ
西
北
五
衛

生
処
理
組
合
負
担
金
五
百
六
十

六
万
七
千
円
。

談
会

・
安
全
就
労
推
進
集
会
開

催
十
二
万
．
千
円
　
出
稼
文
集

発
行
五
十
五
万
円
）
出
稼
組
合

助
成
。
一十
七
万
五
千
円
。
出
稼

者
傷
害
保
険
負
担
金
二
十
三
万

．
千
円
。

□
商
工
費
　
八
百
十
七
万

一
千
円
´

商
工
総
務
費
三
百
七
十
九
万
円

千
円

（商
工
会
助
成
四
十
五
万

円
。
貸
付
金
二
百
万
円
）

観
光
費
五
百
三
十
七
万
七
千
円

（観
光
案
内
板
等
修
繕
十
七
万

円
。
公
衆
便
所

・
湖
畔
清
掃
委

託
料
十
八
万
円
。
公
衆
便
所
等

新
設
四
百
五
十
万
円
。
村
観
光

協
会
負
担
金
二
十
五
万
円
Ｊ

□
失
業
対
策
費
　
一二
十
九
万

三
千

円
。
労
働
諸
費
百
七
十
八
万
１

千
円
。

（出
稼
地
域
相
談
員
報

酬
七
万
二
千
円
。
留
守
家
族
懇

□
農
業
費
　
．
一億

一
千
四
百
二
十

Ｌ
万

一
千
円
。

農
業
委
員
会
費
三
百
七
十
´
．万

三
千
円
。



農
業
総
務
費
三
千
二
百
万
二
千

円
。

（農
協
倉
庫
建
設
助
成
百

五
十
万
円
。
天
災
資
金
利
子
補

給
補
助
金

一
千
六
万
九
千
円
）

農
業
振
興
費
二
十
四
万
円
。

千
円
。

地
域
農
政
推
進
費
八
十
二
万

一

千
円
。

水
田
利
用
再
編
対
策
費
九
百
五

十
八
万

一
千
円
。

（集
団
転
作

等
推
進
補
助
四
百
五
十
万
円
。

水
田
飼
料
作
物
作
付
推
進

・
肉

用
牛
肥
育
素
牛
導
入
事
業
補
助

金
四
百
万
円
。）

草
地
開
発
事
業
費
七
千
二
百
九

十
二
万
七
千
円
。

（国
営
等
草

地
開
発
付
帯
事
業
関
係
三
千
七

百
二
万
七
千
円
。
自
給
飼
料
生

産
総
合
振
興
対
策
事
業
関
係
九

百
六
十
六
万
五
千
円
。
県
営
草

地
開
発
事
業
負
担
金
二
千
六
百

二
十
三
万
五
千
円
。）

畜
産
業
費
六
千
七
百
万
二
千
円
。

（牧
柵
修
理
六
十
五
万
六
千
円
。

追
肥

一
千
六
百
十
二
万
五
千
円
。

育
成
牛
改
良
奨
励
補
助
金
三
十

八
万
円
。
畜
産
団
地
整
備
育
成

事
業
補
助
金

一
千
五
百
六
十

一

万
九
千
円
。）

育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
費
五
百
九

十
六
万

一
千
円
。

農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業
費

三
百
三
十
二
万
五
千
円
。
　
⌒農

地
流
動
化
奨
励
金
二
百
二
十
四

万
三
千
円
Ｊ

冷
害
対
策
費
九
百
五
十
七
万
円
。

□
土
木
管
理
費

　

一
千
七
百
四
十

四
万
八
千
円
。

□
道
路
橋
梁
費
　
五
千
百
六
十
五

万
八
千
円
。

道
路
維
持
費

一
千
六
十
八
万
七

千
円
。

（道
路
舗
装
修
繕
工
事

二
百
五
十
万
円
。
側
溝
修
繕
三

百
万
円
。
砂
利
道
補
修
用
砕
石

百
九
十
万
円
側
溝
用
蓋
二
十
万

円
。）

道
路
新
設
改
良
費
四
千
九
十
七

万

一
千
円
。
　
■
口
野
線
改
良

一

千
六
百
五
十
万
円
。
山
の
井

一

号
線
改
良
舗
装
八
百
万
円
。
磯

野
三
号
線
舗
装
八
百
五
十
万
円
。

農
道
整
備
費
七
百
六
十
二
万
円

（農
道
整
備
事
業
調
査
計
画
委

託
料
七
百
五
十
万
円
。）

□
林
業
費
　
五
百
十
二
万
九
千
円
。

林
業
振
興
費
五
百
二
万
四
千
円

（部
分
林
造
成
工
事
二
百
八
十

四
万
二
千
円
。
苗
木
購
入
二
百

八
万
九
千
円
）

□
水
産
業
費
　
一
千
三
十
六
万
四

千
円
。

水
産
総
務
費
七
十

一
万
五
千
円
。

水
産
振
興
費
九
百
六
十
四
万
九

千
円
。
（
さ
け

・
ま
す
ふ
化
管
理

委
託
料
三
百
九
十
七
万
八
千
円
。

前
潟
漁
業
振
興
事
業
負
担
金
二

百
万
円
。
ア
ワ
ビ
稚
貝

・
ほ
た

て
貝

・
ク
ル
マ
エ
ビ
放
流
事
業

三
百
六
十
万
円
Ｊ

派
立
寺
子
線
舗
装
二
百
万
円
。

五
月
女
疱
線
舗
装
五
百
万
円
。）

□
住
宅
費
　
一
千
三
百
七
十
万
二

千
円
。

公
営
住
宅
建
設
費

一
千
三
百
六

十

一
万
六
千
円
。
（公
営
住
宅
建

設
二
戸

・
敷
地
購
入
費

一
千
三

百
十
七
万
二
千
円
Ｊ

漁
港
費
　
一
千
二
百
五
十
五
万

九
千
円
。
（脇
元
漁
港
改
修
事
業

負
担
金
八
百
万
円
。
脇
元
漁
港

関
連
道
整
備
事
業
負
担
金
二
百

四
十
三
万
円
。
十
二
漁
港
局
部

改
良
事
業
負
担
金
三
百
万
円
。）

□
消
防
費
　
一ハ
千
六
百
三
十

一
万

五
千
円
。

常
備
消
防
費
五
千
七
百
五
十
七

万
八
千
円

（津
軽
北
部
消
防
事

務
組
合
負
担
金
四
百
五
十
三
万

八
千
円
。
市
浦
分
署
負
担
金
五

千
三
百
四
万
円
Ｊ

非
常
備
消
防
費
六
百
三
万
七
千

消
防
施
設
費
二
百
七
十
万
円
（防

火
水
槽
二
百
五
十
六
万
円
。）

⑤ 広報しうら

コミュニテイセ ンターの建設や 8月 末完成 f・定

の B&G財 団市浦海洋セ ンターの運営費など教育

費は大幅に伸びました「



広報しうら C

経
営
の
合
理
化
と

経
費
の
節
減
を
は
か
る

診
療
施
設
は
、
村
民
の
健
康
維

　

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

持
の
た
め
必
要
欠
く
こ
と
の
で
き
　
　
　
し
か
し
、
合
併
直
後
か
ら
の
累

な
い
も
の
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
　
　
積
赤
字
は
増
え
続
け
る
ば
か
り
で
、

は
社
会
福
祉
施
設
的
要
素
を
持
つ
　
　
財
政
状
況
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど

り
、
五
十
五
年
度
で

一
般
会
計
か

ら
二
千
五
百
万
円
繰
り
入
れ
て
も
、

な
お

一
億
五
千
三
百
万
円
の
累
積

赤
字
に
な
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

昨
年
六
月
か
ら
内
科
医
師
が
常

駐
し
、
村
民
の
利
用
率
も
上
向
き

の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
財

政
再
建
の
大
き
な
決
め
手
に
は
な

っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

本
村
の
よ
う
な
過
疎
地
域
に
あ

っ
て
は
、
診
療
所
の
採
算
は
思
う

に
ま
か
せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
診
療
収
入
に
大
き
く
依
存
じ

て
い
る
現
況
で
あ
れ
ば
、
国
保
被

保
険
者
の
診
療
所
利
用
に
意
を
用

い
る
と
同
時
に
、
積
極
的
に
経
費

の
節
減
を
は
か
り
、
経
営
の
合
理

化
に
つ
と
め
る
な
ど
抜
本
的
な
対

策
が
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

五
十
六
年
度
の
予
算
規
模
は
、

昨
年
度
よ
り
二
千
六
百
九
十
五
万

円
減
の
九
千
七
百
六
十
八
万
円
と

医
療
費
は
、
昭
和
五
十

一
年
か

ら
急
増
し
、
以
来
高
値
安
定
の
状

態
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
五

十
四
年
に
国
保
加
入
者
が
激
減
し

た
た
め
、
伸
び
続
け
て
き
た
医
療

費
の
給
付
が
減
少
傾
向
を
示
し
、

五
十
四
年
度
で
は
二
千
八
百
万
円

の
黒
字
決
算
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
昭
和
五
十

一

年
か
ら
毎
年
引
き
上
げ
て
き
た
保

険
税
を
五
十
五
年
度
で
初
め
て
引

き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ｏ

本
年
度
決
算
見
込
み
で
は
、
約

一
千
五
百
万
円
の
剰
余
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
五
十
六
年
度
に

お
け
る
医
療
費
の
自
然
増
相
当
分

に
対
処
で
き
る
予
算
編
成
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
新
年
度
予
算
は
、

前
年
並
み
の
税
額
に
抑
え
、
予
算

総
額
で
前
年
度
よ
り
七
百
五
十
万

円
減
の

一
億
六
千
九
百
万
円
と
し

―

報
部

―

水

道

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

五
十
五
年
度
で
補
完
事
業
も
完
了

し
、
全
地
区
に
給
水
が
可
能
と
な

し
か
し
、
水
道
施
設
の
拡
大
と

低
料
金
の
た
め
歳
入
が
つ
い
て
行

け
ず
、
五
十
五
年
度
で
は

一
般
会

計
か
ら
約
二
千
八
百
万
円
繰
り
出

し
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と

一
般
会

計

へ
の
し
わ
寄
せ
が

一
層
強
ま
り
、

一
般
会
計
の
投
資
的
財
源
に
も
影

響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

料

金

を

改

正

こ
の
こ
と
は
、
独
立
採
算
性
の

建
て
前
か
ら
も
思
わ
し
く
な
い
と

判
断
し
、
今
後
の
正
常
な
経
営
を

確
保
す
る
た
め
に
も
相
応
の
引
き

上
げ
を
し
て
、
そ
の
管
理
費
を
中

心
に
四
千
八
百
九
十
六
万
八
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
水
道
使

用
料
二
千
五
百
三
十
三
万
九
千
円
．

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
二
千
百

六
十
七
万
九
千
円
。

歳
出
は
、
す
べ
て

一
般
管
理
費

で
す
が
、
経
常
経
費
の
節
減
に
も

努
力
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■

メ
ー
タ
ー
の
使
用
料
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■

一
般
用
の
水
道
料
金
の
計
算
は

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す

■ 水道料金

水道料金及びメーターの使用料が4月 から次のよう

に改正 されました。

10rを 越えた場合は、 基本料金 10ポ まで
lrに つ き 120円の増加

例 えば、15r使用の場

合は 5r× 120円 =600

円の増加となり、基本料

種  別
基本料金(1カ 月につき) 超過料金

(1ゴ につき)水 量 料 金

専  用

一 般 用 1,300円 120円

営 業 用

浴場業用

工 業 用

団体 層

50

共  用

プール用

消 火 栓 (消防演習用)1栓 1回 20分ごとに2,900円

―ター使用料

(lLmの場合)

1,460円

金と合わせますと、2,060円 となるわけです。



⑦ 広報しうら

災害を受けた

ときの税金

災書減免法による

所得金額 と所得税の軽減

額の関係

■野外では、たばこのすいがらやマ ′チは完全に消す。

る。(火 災危険期には火入禁止期間が定められますの

■山火事を発見 したときは、消防署 (H9番 )、 役場

雑
損
控
除
や
災
害
減
免
法
に
よ
る
所
得
税
の
軽
減

。
免
除
は
、
最

終
的
に
は
翌
年
の
確
定
申
告
で
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、

確
定
申
告
前
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
税
の
軽
減

。
免
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

事
業
所
得
者
の
場
合

i           lil

所
得
税
の
軽
減
・免
除
が

受
け
ら
れ
ま
す

彙
中
豪
雨
、
地
震
、
火
事
な
ど
で
家
や
家
財
な
ど
に
被
書
を
受
け

た
と
き
、
所
得
税
が
免
除
さ
れ
た
り
、
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の

″税
金
の
減
免
″
に
は
雑
損
捜
除
に
よ
る
も
の
と
災
書
減
免

法

（災
書
被
書
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
■
収
猶
予
書
に
関
す
る

法
律
）
に
よ
る
方
法
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

ど
で
、
家
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
の

雪
下
ろ
し
費
用
な
ど
災
害
に
関
し

し
て
支
払

っ
た
費
用
が
雑
損
控
除

の
対
急
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

年
間
所
得
の

一
〇
％
ま
た
は
五
万

円
の
い
ず
れ
か
低

い
額
を
超
え
た

分
に
つ
い
て
、
そ
の
超
え
た
額
が

所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
別
荘
や
宝
石
な
ど
生

住
宅
や
家
財
な
ど
の
損
害
額
が
　
　
雑
損
控
除
と
し
て
、
課
税
対
象
か
　
　
活
に
直
接
必
要
で
な
い
資
産
の
損

そ
の
年
の
所
得
金
額
の
一
〇
％
を
　
　
ら
除
外
ｔ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
害
は
対
急
に
な
り
ま
せ
ん
。

超
え
る
と
き
、
そ
の
超
え
た
額
が
　
　
　
ま
た
、
今
年
か
ら
泰
雪
地
帯
な

災
害
を
受
け

た
人
の
そ
の
年

の
所
得
金
額
が

四
百
万
円
以
下

で
、
損
害
額
が

住
宅
や
家
財
の

価
額
の
三
分
の

一
以
上
の
と
き

に
適
用
さ
れ
ま

す
。
所
得
税
の

軽
減
額
は
，
所

得
に
よ
り
、
下

表
の
よ
う
に
な

自
宅
で
商
売
な
ど
し
て
い
る
事

業

所
得
等
で
、
予
定
納
税
を
し

て
い
る
人
が
災
害
を
受
け
た
と
き

は
、
予
定
納
税
額
の
減
額
承
認
申

請
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
災
害

を
受
け
た
月
日
や
、
雑
損
控
除
か

災
害
減
免
法
か
に
よ

っ
て
申
請
書

の
提
出
期
限
が
違

い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
災
害
を
受
け

た
と
き
は
、
そ
の
年
の
見
積
も
り

合
計
所
得

（年
間
所
得
）
金
額
に

応
じ
て
、
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶

予
や
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

徴
収
猶
予
の
場
合
は
、
災
害
を

受
け
た
日
以
後
、
最
初
の
給
与
を

も
ら
う
日
の
前
日
ま
で
に
勤
務
先

に
徴
収
猶
予
の
申
請
書
を
提
出
し

ま
た
、
還
付
を
受
け
る
場
合
は
、

勤
務
先
で
源
泉
徴
収
済
み
の
証
明

書
を
も
ら
い
、
そ
れ
を
添
え
て
、

還
付
申
請
書
を
住
所
地
の
所
轄
税

務
署
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
も
、
最

終
的
に
は
、
翌
年
の
確
定
申
告
に

よ
っ
て
精
算
す
る
こ
と
に
な

っ
て

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

その年の所得金額 所得税の軽減額

200万円以下の場合 金額免除

200F円 超～

300万 円以下
2分 の 1の 軽減

300万円超～

400万 円以下
4分 の 1の 軽減
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「幼
児
教
育
」
と
い
え
ば
、
す

ぐ
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
保
育
所

・
幼

稚
園
だ
と
思
い
ま
す
が
、
真
の
幼

児
教
育
は
親
が
す
る

「し
つ
け
教

育
」
で
あ
っ
て
、
他
人
に
ま
か
せ

る
べ
き
筋
の
も
の
で
は
な
い
。

小
さ
い
子
ど
も
は
、
自
分
で
考

え
な
が
ら
行
動
す
る
ま
で
に
な
っ

て
お
ら
ず
、
周
囲
の
人
た
ち
の
す

磁
晨
求
↑
似
夕
Ｆ
てヽ
③

派
遣
社
教
主
事
　
片
　
山
　
永
　
繁

る

「仕
草
」
を
ま
ね
る
の
が
殆
ん
　
　
か
り
つ
か
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
な

ど
で
あ
る
と
い
う
特
質
を
も
っ
て
　
　
ら
な
い
。

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
で
い
う
幼
児
教
育
は
、

だ
か
ら
、
子
ど
も
を
現
在
よ
り
　
　
そ
う
い
う
子
ど
も
の
し
つ
け
を
す

少
し
で
も
い
い
方
向
に
導
く
と
す
　
。る
た
め
の
親
の
た
め
の
学
習
を
さ

れ
ば
、
家
族
全
員
特
に
親
は
子
ど
　
　
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
の
よ
い
手
本
に
な
る
こ
と
が
最
　
　
　
昨
年
実
施
し
た
乳
幼
児
を
も
つ

も
大
切
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
親
を
対
象
と
し
た
家
庭
教
育
学
級

子
ど
も
に
と
っ
て
社
会
の
し
く
　
　
の
出
席
状
況
を
み
る
と
、
平
均
し

み
と
の
出
合
い
は
、
親
を
通
し
て
　
　
て
脇
元
二
十
名
、
十
三
が
二
十
名

身
に
つ
く
の
が

一
番
多
い
の
で
あ

　

相
内
十
五
名
位
の
も
の
で
あ
る
。

る
か
ら
、
親
は
自
分
の
子
に
と
っ
　

　

「三
歳
児
の
魂
百
ま
で
も
」
と
昔

て
今
何
が
大
切
で
あ
る
か
を
し
っ
　
　
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
幼

―

試
郎

―

児
期
の
し
つ
け
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
現
状
で
は
、
ほ

っ
た
ら

か
し
や
保
育
所
ま
か
せ
が
多
い
と

指
摘
す
る
人
も
い
る
。

「学
校
に
入
れ
ば
何
と
か
な
る
だ

ろ
う
。
」
と
考
え
て
い
る
人
も
か
な

り
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
学
校
に

は
学
校
と
し
て
の
や
る
べ
き
こ
と

が
は

っ
き
り
あ
る
の
で
す
。

学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
る
の
は
、

幼
児
期
の
し
つ
け
方
で
決
ま
り
ま

す
。
子
ど
も
を
変
え
る
に
は
、
ま

ず
親
自
身
が
変
わ
る
こ
と
で
す
。

生
涯
教
育
で
の
幼
児
に
対
す
る

教
育
は
、
子
ど
も
だ
け
の
も
の
で

は
な
く
、
親
と
深
く
か
か
わ

っ
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（太
　
田
）
孝

博

（脇
　
元
）
英
　
雄

（磯
　
松
）

巌

⌒相
　
内
）
晴
　
雄

⌒脇
　
元
）
静
　
雄

（磯
　
松
）
浩
　
一

（十
　
一こ

寿
　
夫

⌒相

内
）
清

春

（脇
　
元
）
雅
　
光

学
」
嬉
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（嘲時　嬌割　一膵
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∩
剛
∪

奈
良
　
す
よ
　
６７
歳

（太
　
田
）

岡
本
其
太
郎
　
７‐
歳

⌒相
　
内
）

三
和
　
ま
さ
　
６８
歳

⌒相
　
内
）

浦
田
　
タ
ケ
　
８０
歳

⌒十
　
一こ

（は嗣　晶潮　一構

（罐割原智「　一融
内 京 内 京

「
ご
ほ
う
び
を
あ
げ
る
か
ら
…
」

と
言

っ
て
子
供
に
用
事
を
頼
ん
だ

り
、
勉
強
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

逆
に

「
言
う
こ
と
を
き
か
な
い

と
何
も
買

っ
て

あ
げ
ま
せ
ん
よ
」

な
ど
と
し
か
る

場
面
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

親
に
し
て
み

れ
ば
、
子
供
を
励
ま
そ
う
と
、
あ
　
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

る
い
は
自
分
の
言
う
こ
と
を
き
か
　
　
子
供
が
何
か
を
成
し
遂
げ
た
と

せ
る
た
め
、
お
金
や
品
物
を
賞
罰
　
き
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
ほ
め
て
や

に
利
用ヽ
し
て
い
る
と
い
た
ま
す
。
　
　
っ
た
り
、
ほ
う
び
を
与
え
る
こ
と

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
″習
慣
″
　
は
、
次
の
行
動
へ
の

″刺
激
剤
″

が
続
く
と
、
子
供
は
お
金
や
品
物
　
と
し
て
非
常
に
効
果
が
あ
る
も
の

■

■

■

何

か

を

や

ら

せ

る

手

段

に

し

な

い

を
目
あ
て
に
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
　
で
す
。

勉
強
を
す
る
よ
う
に
な
り
が
ち
で
　
　
し
か
し
、

「ほ
う
び
を
や
る
か

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
、
こ
れ
を
し
ろ
」
な
ど
と
い
う

幼
い
子
供
に
は
、
良
い
事
を
し
　
や
り
方
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
か
約
束
を
き
ち
ん
と
守
っ
た
　
ｏしれ
が
高
じ
て
く
る
と
、
ほ
う
び

と
い
う
理
由
で
、
ほ
う
び
を
与
え
　
の
品
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
り
、

も
ら
え
る
約
束
が
な
い
と
何
も
し

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
か
ら
で
す
。

ほ
う
び
は
、
お
手
伝
い
や
勉
強

な
ど
何
か
を
さ
せ
る
手
段
に
す
る

の
で
は
な
く
、
困
難
に
打
ち
勝
っ

た
と
き
の
記
念
、
と
い
う
よ
う
な

意
味
あ
い
で
、
し
か
も
な
る
べ
く

品
物
で
与
え
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

別
に
高
価
な
品
で
な
く
て
も
、

親
と
子
供
の
生
涯
の
思
い
出
と
な

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
最
大
の
贈

り
物
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

佐 三 有 和 正 三 澤 成 奈
藤 和 馬 鳴 藤 上 田 田 良

超 希鬱羹高層募薫型愛

編
集
室
で
は
、
村
の
財
政
事
情

編

集

室

か

ら

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
村

四
月
…
…
Ｐ
昭
和
五
十
六
年
度
　
　
長
の
提
案
理
由
の
概
要
と
目
的
別

の
は
じ
ま
り
で
す
。
総
額
十
二
億
　
　
一
般
会
計
の
状
況
、
五
十
四
年
度

九
千
九
百
万
円
。
二
月
の
村
議
会
　
　
一
般
会
計
決
算
の
状
況
等
を
持
集

で
議
決
さ
れ
た
村
予
算
で
あ
る
。
　
　
し
ま
し
た
。
　
　
　
〈Ｋ
・
Ｋ
）


